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北海道大学サステナビリティウィーク 2012 

環境健康科学研究教育センター主催 国際シンポジウム 

「東アジアの子どもの健康とサステナビリティ」 

の開催について（お知らせ） 

 

 

開催概要：  

 北海道大学環境健康科学研究教育センターでは，北海道大学サステナビリティウィークのイベント

のひとつとして，毎年国際シンポジウムを開催しています。 

 ３回目となる今年度は，中国，韓国，および WHO から専門家を招へいし，北海道大学の教員を

交えて，東アジア地域の子どもたちを取り巻く生活環境と健康問題について議論をします。 

 近年，世界各国で生活環境に起因する子どもの健康と安全の問題が顕在化しています。第１日目

（15 日午後・日英同時通訳付き）には環境化学物質によるアレルギーや肥満のみならず，青少年の

抑うつ，貧困や小児虐待など社会環境の問題にも焦点を当てて各国の現状を紹介し，課題解決のため

の方策を話し合います。 

 第２日目（16 日）の午前は若手の研究者が行ってきた最近の調査研究から，具体的な環境要因に

起因する健康問題とその対策について報告します。午後は，これまでに北海道大学がアジア各国で展

開してきたヘルスプロモーションや疫学研究を紹介するとともに，WHO 西太平洋地域事務局の

Hassan 博士を交えて，WHO の戦略の中で北海道大学が担うべき役割について議論をします。 

 

 学外招へい者：WHO 西太平洋地域事務局 Mohd Nasir Hassan 博士 

 中国医科大学 Lihong Jia 教授， 

  同 大学  Lingling Zhai 准教授 

        ソウル大学校 Bung Nyum Kim 教授 

        順天堂大学医学部 湯浅資之准教授 

 

 環境健康科学研究教育センターの国際機関との連携や取組について，広く知っていただくことを目

的に開催しています。 

 

 



 

 

開催日時 

日程： 平成 24 年 10 月 15 日（月）13：30～17：00 

 10 月 16 日（火）10：30～16：30 

場所：15 日：北海道大学 学術交流会館小講堂（札幌市北区北 8西 5） ※札幌駅北口より徒歩 7分

   16 日：  同   百年記念会館大会議室 

主催：北海道大学 環境健康科学研究教育センター 

共催：北海道大学 大学院医学研究科，教育学研究院，保健科学研究院 

後援：環境省，環境省北海道地方環境事務所，札幌市，札幌市教育委員会，札幌市保健所 

参加対象・募集人数：市民・学生・自治体の担当者や専門家など 100 名 

参加費： 無料 

言語： 英語（15 日は日英同時通訳あり） 

 

 

 

プログラム： 15 日（月）「子どもたちを取り巻く環境と健康問題」（日英同時通訳） 

開始 終了 舞台上のプログラム トピックス 

13:30 13:35 ご挨拶：本堂武夫（北海道大学理事・副学長，国際本部

長） 

 

13：35 14：00 
Lihong Jia（中国医科大学教授） 

中国の栄養と肥満 

14：00 14：25 
Bung Nyum Kim（ソウル大学校教授） 

韓国の青少年のうつ 

14：25 14：35 
Break 

 

14：35 15：00 松本伊智朗（北海道大学大学院教育学研究院教授・環境

健康科学研究教育センター兼務） 

日本の中の貧困と虐待 

15：00 15：25 岸玲子（北海道大学環境健康科学研究教育センター特任

教授） 

近年の日本の子どもたち

の健康 

15：25 15：35 
Break 

 

15：35 16：05 
Dr. Mohd Nasir Hassan（WHO 西太平洋地域事務局） 

 

16：10 16：55 Panel discussion                                  

Dr. Mohd Nasir Hassan 

Lihong Jia 教授 

Bung Nyum Kim 教授  

松本伊智朗 教授 

岸 玲子 特任教授 

 

16：55   
Closing Remarks 

 

 

 



 

16 日（火）「健康で安心な社会構築への挑戦」（英語・通訳なし） 

開始 終了 舞台上のプログラム トピックス 

第一部 環境要因と対策：化学物質と栄養 
 

10:30 10:35 Opening Remarks  

10:35 11:05 
荒木敦子（北海道大学環境健康科学研究教育センター特

任講師） 

室内環境と健康 

11：05 11：35 
宮下ちひろ（北海道大学環境健康科学研究教育センター

学術研究員） 

PCB やダイオキシンによ

る健康影響 

11：35 11：45 Break  

11：45 12：15 Lingling Zhai（中国医科大学准教授） 
体組成と子どもの発達 

第二部 健康な社会への戦略・WHO 協力センターの役割，関係 
 

13：30 13：55 湯浅資之（順天堂大学医学部准教授） 
グローバル化した世界で

の母児保健への挑戦 

13：55 14：20 
玉城英彦（北海道大学大学院医学研究科特任教授・環境

健康科学研究教育センター兼務） 

スリランカでの疫学研究 

14：20 14：30 Break  

14：30 14：55 松永龍児（北海道大学国際本部） 
JICA の活動を通じて 

14：55 15：25 Dr. Mohd Nasir Hassan（WHO 西太平洋地域事務局） 
WHO の戦略 

15：30 16：25 

Panel discussion                                  

Dr. Mohd Nasir Hassan 

玉城英彦教授 

湯浅資之准教授 

松永龍児氏 

Bung Nyum Kim 教授 

Lihong Jia 教授 

 

16:25   Closing Remarks  

 

申し込み期間・方法： 

氏名，住所，連絡先を明記の上，下記宛にメールまたは FAX にて 10 月 10 日（水）までにお申し

込み下さい。（当日受け付けもあります） 

 ◆E-mail: info@cehs.hokudai.ac.jp   FAX: 011-706-4725 

 

お問い合わせ先 

所属・職・氏名：北海道大学環境健康科学研究教育センター 国際連携部門 

教授 山内太郎 （特任講師 荒木，事務担当 小松） 

TEL: 011-706-4746  FAX: 011-706-4725  E-mail: info@cehs.hokudai.ac.jp 

URL：http://www.cehs.hokudai.ac.jp/ 

 


